
（学校用） 
様式 A-1   

平成 23 年 9 月 20 日 

 

 
サイエンス・ダイアログ 実施報告書 

 
１． 学校名・担当者氏名：  福井県立高志高等学校 ・ 北川 一                                    

 
２．講師氏名：  Matthew Andrew Addicoat 博士                                             

 
３．同行者氏名：  岩田 眞輔 氏                                                    
 
４．実施日時： 平成 ２３ 年 ９ 月 １０ 日 （土 ）  １３：３０ ～ １５：００   
 
５．参加生徒：   1 年生  13 人、   2 年生  19 人、   3 年生  0 人 （合計  32 人） 
        備考：  理数科の生徒                                     
 
６．講演題目： （英文） My study in Japan and why I’ve decied to become a scientist                     

 
 （和文） 日本での研究と科学者を志すようになった理由                                

 
７．講演概要： 

・科学者を志すようになった経緯 
・日本での研究内容（遺伝的アルゴリズムについて） 
・名古屋大学の紹介 
・オーストラリアの紹介 等 

 
８．使用言語：   英語      
 
９．講演形式： 

（１）講演時間   60 分     質疑応答時間   25 分 
 

（２）講演方法 （例：プロジェクター使用による講演、実験・実習の有無など） 
             プロジェクター使用による講演、実験・実習なし                                  

 
（３）通訳 （例：同行者によるサポート、外国人研究者本人による日本語説明） 

             同行者によるサポート                                                 

 
（４）事前学習時使用教材（事前学習を行った場合のみ） 

 
                 講演内容の概要と Key Words をまとめたハンドアウト                                       
１０．学校からの支給経費（該当がある場合）：  □交通費     □宿泊費      □謝金 
       学校からの支給経費はありません。 
１１．その他特筆すべき事項：  特記事項なし 


